
流流 入入 流流 出出

①できるだけへらす
（必要最小限）

②かぎりなくへらす

③できるだけまわす

④みんなでつくる

ゼロ・ウェイストのまちづくり水俣宣言ゼロ・ウェイストのまちづくり水俣宣言 行動計画行動計画

リデュース リデュース

短期目標（１年程度）
・ゼロ・ウェイスト宣言ホームページの作成 ・ゼロ・ウェイスト地域講座の開催 ・家庭版環境ＩＳＯの普及促進 ・市民参加のごみステーション調査
・情報の共有と議論、合意形成の「場」づくり→「ゼロ・ウェイスト円卓会議」の発展 ・ごみ組成調査
・「環境モデル都市フェスタ」をきっかけに、ゼロ・ウェイスト宣言（予定を含む）自治体との現場レベルでの連携を図る。→ゼロ・ウェイスト自治体での持ち回り会議の開催
・法制度等に関する国への提言や働きかけ ・家庭、学校、事業所等における「ゼロ・ウェイスト宣言」の検討・普及 ・リサイクル還元金の現状及び問題点について検討

中期目標（３～５年程度）
・活動の核となるＮＰＯ法人「ゼロ・ウェイスト・センター（仮称）」を設立、資源ごみ持ち込みやリユース・リペアの拠点としても機能させる。
・近隣自治体（津奈木町、芦北町）に対する呼びかけ ・エコポイントの検討・導入 ・リサイクル還元金の新たな仕組みについて検討
・回収された資源ごみの行方の調査及び公表

長期目標（１０年程度）
・ゼロ・ウェイスト宣言自治体の全国的組織化

短期目標（１年程度）
・マイマイ運動の展開 ・給茶スポットの設置
・レジ袋有料化実施店舗の拡大 ・エコショップの推進
・過剰包装の削減 ・地産地消・給食畑の推進

中期目標（３～５年程度）
・給茶スポットの普及

長期目標（１０年程度）
・国や企業等の製品等に関する拡大生産者責任を明確
化する制度の確立

短期目標（１年程度）
・ごみの減量化の検討（燃やすごみの有料化、粗大ごみ
の有料化）
・岡山最終処分場の機能調査
・不法投棄マップの作成及び公表

中期目標（３～５年程度）
・地域の生き物調査→地域資源マップの作成及び公表
・岡山最終処分場の閉鎖及び新たな広域処分の検討
・廃棄物会計の導入によるごみ処理コストの「見える化」

長期目標（１０年程度）
・最終的に残るごみの処理の検討（処分後の残渣等）

短期目標（１年程度）
・ごみ分別の徹底
・新たな分別の実施（廃食油、草木、レアメタル）
・Ｒびんの普及
・リユース・リサイクル品の利用促進

中期目標（３～５年程度）
・新たな分別の検討（燃料ごみ、ＲＰＦ）

長期目標（１０年程度）
・クリーンセンターに代わる施設の建設（油化・
固形燃料化施設など）
・企業が作ったものは企業が自主回収、生ごみ
は地域内処理で堆肥化など、行政を介さない資
源循環の検討


